
道路施設のメンテナンスサイクルの基本的な考え方

Ⅰ 健全

Ⅱ 予防保全段階

Ⅲ 早期措置段階

Ⅳ 緊急措置段階

令和2年度　点検結果

橋梁名 （フリガナ） 市道名 架設年 橋長 幅員
判定
区分

間溝橋 (ﾏﾐｿﾞﾊﾞｼ) 今釜西１号線 不明 8.6 4.2 Ⅱ

小次郎橋 (ｺｼﾞﾛｳﾊﾞｼ) 今釜西六十間線 1966 8.4 7.4 Ⅱ

下樋渡橋 (ｼﾓﾋﾜﾀｼﾊﾞｼ) 広瀬松尾線 不明 3 7.2 Ⅰ

太田２号橋 (ｵｵﾀﾆｺﾞｳﾊﾞｼ) 広瀬太田線 1971 9.2 4.5 Ⅲ

朝日町４号橋 (ｱｻﾋﾏﾁﾖﾝｺﾞｳﾊﾞｼ) 朝日町６号線 1962 5 5.9 Ⅲ

第二愛宕橋 (ﾀﾞｲﾆｱﾀｺﾞﾊﾞｼ) 井上愛宕線 1960 6 3.3 Ⅱ

六月田橋 (ﾛｸｶﾞﾂﾀﾞﾊﾞｼ) 六月田上村線 1992 120 7.5 Ⅱ

六月田橋 (ﾛｸｶﾞﾂﾀﾞﾊﾞｼ) 六月田上村線 1966 120 4.5 Ⅱ

掛腰橋 (ｶｹｺｼﾊﾞｼ) 上村掛腰線 1987 7.8 7.0 Ⅱ

第二新蔵上橋 (ﾀﾞｲﾆｼﾝｸﾞﾗｶﾐﾊﾞｼ) 新蔵上掛腰線 1952 9.6 4.8 Ⅱ

第三新蔵上橋 (ﾀﾞｲｻﾝｼﾝｸﾞﾗｶﾐﾊﾞｼ) 新蔵上掛腰線 1956 6.7 4.5 Ⅱ

黒木橋 (ｸﾛｷﾊﾞｼ) 伊勢山線 1971 5.4 4.0 Ⅰ

掛腰下橋 (ｶｹｺｼｼﾀﾊﾞｼ) 鹿島掛腰線 1972 6 6.0 Ⅱ

掛腰３号橋 (ｶｹｺｼｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ) 平和町西４号線 不明 6 4.5 Ⅱ

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、
早期に措置を講ずべき状態

構造物の機能に支障が生じている、又は生じる
可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態

インフラは、利用状況、設置された自然環境等に応じ、劣化や損傷の進行は施設毎に異なり、その状態
は時々刻々と変化します。現状では、これらの変化を正確に捉え、インフラの寿命を精緻に評価するこ
とは技術的に困難であるという共通認識に立ち、インフラを構成する各施設の特性を考慮した上で、定
期的な点検・診断により施設の状態を正確に把握することが重要です。
　このため、橋梁の点検については、定期点検要領に基づき、５年に１度、近接目視点検による点検を
実施し、結果については、４段階で区分することとしています。

区分 状態

構造物の機能に支障が生じていない状態

構造物の機能に支障が生じていないが、
予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態



掛腰４号橋 (ｶｹｺｼﾖﾝｺﾞｳﾊﾞｼ) 平和町西５号線 不明 5.9 4.0 Ⅲ

松原橋 (ﾏﾂﾊﾞﾗﾊﾞｼ) 龍光寺野添線 1927 41 4.0 Ⅰ

湯川内橋 (ﾕｶﾞﾜｳﾁﾊﾞｼ) 小原湯川内線 1936 10.4 5.2 Ⅲ

上町橋 (ｳｴﾏﾁﾊﾞｼ) 上町平良町線 1971 35 5.0 Ⅰ

井手元橋 (ｲﾃﾞﾓﾄﾊﾞｼ) 牧野田井手元線 1971 18 3.0 Ⅲ

小木場２号橋 (ｺｺﾊﾞﾆｺﾞｳﾊﾞｼ) 小木場線 1973 10 3.6 Ⅲ

丸塚橋 (ﾏﾙﾂｶﾊﾞｼ) 小木場線 1968 10.5 3.8 Ⅱ

武本橋 (ﾀｹﾓﾄﾊﾞｼ) 小原武本橋線 1974 31.5 4.2 Ⅱ

新湯原橋 (ｼﾝﾕﾊﾗﾊﾞｼ) 下中新湯原橋線 1999 32 9.1 Ⅱ

新角石橋 (ｼﾝｶﾄﾞｲｼﾊﾞｼ) 宮之元上場線 1989 15 7.0 Ⅱ

旭橋 (ｱｻﾋﾊﾞｼ) 宮之元上場線 1968 8.3 5.4 Ⅱ

田之頭橋 (ﾀﾉｶｼﾗﾊﾞｼ) 田之頭日添線 1980 14.7 6.3 Ⅱ

芭蕉橋 (ﾊﾞｼｮｳﾊﾞｼ) 芭蕉線 1967 10 4.0 Ⅰ

深水橋 (ﾌｶﾐｽﾞﾊﾞｼ) 芭蕉線 1967 3.1 4.4 Ⅱ

小城橋 (ｺｼﾞｮｳﾊﾞｼ) 芭蕉線 1967 4 4.0 Ⅱ

上芭蕉橋 (ｶﾐﾊﾞｼｮｳﾊﾞｼ) 芭蕉線 1968 17 4.0 Ⅱ

長野橋 (ﾅｶﾞﾉﾊﾞｼ) 日当田之頭線 1973 20 4.0 Ⅱ

松ノ口橋 (ﾏﾂﾉｸﾁﾊﾞｼ) 田原高川線 1970 8.4 4.0 Ⅱ

猪越橋 (ｼｼｺｼﾊﾞｼ) 高牟礼山志比線 1988 7 5.0 Ⅱ

猿喰橋 (ｻﾙｸﾊﾞｼ) 井手口線 1972 6.7 4.5 Ⅰ

久保橋 (ｸﾎﾞﾊﾞｼ) 原高牟礼線 1971 6.8 4.2 Ⅰ

馬流橋 (ﾏﾅｶﾞﾚﾊﾞｼ) 馬流射場元線 1903 8 3.6 Ⅰ

坂元橋 (ｻｶﾓﾄﾊﾞｼ) 坂元実苗線 1970 30 3.6 Ⅱ

宮崎橋 (ﾐﾔｻﾞｷﾊﾞｼ) 西部縦線 2020 1.3 18.0 Ⅰ

中野橋 (ﾅｶﾉﾊﾞｼ) 西水流上の原線 2004 2.4 11.5 Ⅰ

西水流橋 (ﾆｼｽﾞﾙﾊﾞｼ) 唐笠木西水流線 1981 3.1 5.7 Ⅱ

西辺田１号橋 (ﾆｼﾍﾀｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ) 西辺田線 1967 5.5 3.5 Ⅱ

西辺田２号橋 (ﾆｼﾍﾀﾆｺﾞｳﾊﾞｼ) 西辺田線 1977 4.3 3.5 Ⅱ

野口橋 (ﾉｸﾞﾁﾊﾞｼ) 野口線 1934 2 3.6 Ⅲ

小松橋 (ｺﾏﾂﾊﾞｼ) 浦窪柳ヶ水線 1981 2.4 7.3 Ⅰ

仁田岡橋 (ﾆﾀｵｶﾊﾞｼ) 浦窪柳ヶ水線 1980 5.5 6.4 Ⅱ

第２氷川橋 (ﾀﾞｲﾆﾋｶﾜﾊﾞｼ) 木串西線 1970 7.3 3.5 Ⅱ

鶴見橋 (ﾂﾙﾐﾊﾞｼ) 鶴見線 1987 9 3.5 Ⅰ

溝口橋 (ﾐｿﾞｸﾞﾁﾊﾞｼ) 荒崎平坊線 1975 5 4.7 Ⅰ

島津中橋 (ｼﾏｽﾞﾅｶﾊﾞｼ) 荒崎平坊線 1979 13.6 5.0 Ⅰ

新川橋 (ｼﾝｶﾜﾊﾞｼ) 荒崎平坊線 1987 9.3 4.5 Ⅰ



潮遊橋 (ｼｵｱｿﾋﾞﾊﾞｼ) 荒崎平坊線 1979 16.7 5.0 Ⅱ

第１島津橋 (ﾀﾞｲｲﾁｼﾏｽﾞﾊﾞｼ) 荒崎平坊線 1983 13.6 5.0 Ⅱ

第２島津橋 (ﾀﾞｲ2ｼﾏｽﾞﾊﾞｼ) 荒崎平坊線 1979 16.7 5.0 Ⅱ

南町橋 (ﾐﾅﾐﾏﾁﾊﾞｼ) 南町線 1975 3.9 6.1 Ⅱ

小島橋 (ｺｼﾞﾏﾊﾞｼ) 小島前線 1973 4.7 5.8 Ⅱ

溝末橋 (ﾐｿﾞｽｴﾊﾞｼ) 平坊干拓線 1988 12.7 3.5 Ⅱ

鎮ノ丸橋 (ﾁﾝﾉﾏﾙﾊﾞｼ) 中ノ丸線 1974 4 7.8 Ⅲ

中ノ丸橋 (ﾅｶﾉﾏﾙﾊﾞｼ) 中ノ丸線 1974 5 4.8 Ⅰ

天神橋 (ﾃﾝｼﾞﾝﾊﾞｼ) 水天丸線 1974 5 6.0 Ⅱ

東境橋 (ﾋｶﾞｼｻｶｲﾊﾞｼ) 峠畑線 1976 3.6 2.9 Ⅱ

黒木迫橋 (ｸﾛｷｻﾞｺﾊﾞｼ) 黒木迫線 1976 3.1 6.9 Ⅱ

中大野橋 (ﾅｶｵｵﾉﾊﾞｼ) 東水流千間山線 1977 3.3 7.1 Ⅱ

井上橋 (ｲﾉｳｴﾊﾞｼ) 井上線 1977 3.7 5.4 Ⅱ

今寺橋 (ｲﾏﾃﾞﾗﾊﾞｼ) 宮後線 1977 3 6.7 Ⅱ

大助前橋 (ﾀﾞｲｽｹﾏｴﾊﾞｼ) 大助前線 1961 2.8 5.6 Ⅱ

金丸橋 (ｶﾈﾏﾙﾊﾞｼ) 中大野線 1977 2.3 4.6 Ⅱ

小川橋 (ｵｶﾞﾜﾊﾞｼ) 三角線 1977 2.3 4.1 Ⅱ

星原橋 (ﾎｼﾊﾗﾊﾞｼ) 星原線 1974 3.6 7.3 Ⅱ

三角橋 (ﾐｽﾐﾊﾞｼ) 運動場東線 1974 4.2 8.1 Ⅰ

高棚橋 (ﾀｶﾀﾞﾅﾊﾞｼ) 運動場東線 1974 2 4.3 Ⅱ

観音橋 (ｶﾝﾉﾝﾊﾞｼ) 唐笠木公民館線 1973 3.3 4.5 Ⅱ

片ノ坂橋 (ｶﾀﾉｻｶﾊﾞｼ) 城ノ上線 1973 3.2 3.8 Ⅱ

麓北橋 (ﾌﾓﾄｷﾀﾊﾞｼ) 麓北線 1973 4.5 3.5 Ⅰ

小松橋 (ｺﾏﾂﾊﾞｼ) 馬場線 1973 3.2 4.2 Ⅱ

小路橋 (ｺﾐﾁﾊﾞｼ) 中里３号線 1971 2.2 8.4 Ⅰ

砂原橋 (ｽﾅﾊﾗﾊﾞｼ) 石露線 1955 2.3 4.1 Ⅱ

石川橋 (ｲｼｶﾜﾊﾞｼ) 住吉西線 1972 6.5 4.6 Ⅱ

住吉橋 (ｽﾐﾖｼﾊﾞｼ) 住吉西線 1971 2.5 4.7 Ⅰ

宮田１号橋 (ﾐﾔﾀｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ) 宮田線 1972 3.7 4.5 Ⅱ

宮田２号橋 (ﾐﾔﾀﾆｺﾞｳﾊﾞｼ) 宮田線 1972 4.3 6.2 Ⅱ

宮田３号橋 (ﾐﾔﾀｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ) 宮田線 1972 8.2 4.7 Ⅱ

宮田４号橋 (ﾐﾔﾀﾖﾝｺﾞｳﾊﾞｼ) 宮田線 1972 4.4 5.5 Ⅱ

火の迫橋 (ﾋﾉｻｺﾊﾞｼ) 火の迫線 1974 2 10.0 Ⅱ

宇迫橋 (ｳｻｺﾊﾞｼ) 平山樹園地線 1974 2.8 10.0 Ⅱ

平山橋 (ﾋﾗﾔﾏﾊﾞｼ) 平山樹園地線 1975 5.1 5.4 Ⅰ

前田１号橋 (ﾏｴﾀﾞｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ) 前田３号線 1973 4.6 10.0 Ⅱ



前田２号橋 (ﾏｴﾀﾞﾆｺﾞｳﾊﾞｼ) 前田３号線 1973 5.4 4.0 Ⅱ

坪屋迫橋 (ﾂﾎﾞﾔｻｺﾊﾞｼ) 坪屋迫線 1972 4.1 10.0 Ⅱ

杉下橋 (ｽｷﾞｼﾀﾊﾞｼ) 坪屋迫線 1972 4 10.0 Ⅰ

岩崎橋 (ｲﾜｻｷﾊﾞｼ) 内野々１号線 1982 3.6 5.7 Ⅱ

小塚橋 (ｺﾂｶﾊﾞｼ) 上の原麓線 1971 4.3 10.0 Ⅰ

前畑橋 (ﾏｴﾊﾀﾊﾞｼ) 前畑線 不明 2.4 3.4 Ⅰ

餅井橋 (ﾓﾁｲﾊﾞｼ) 餅井中央線 不明 3.7 6.3 Ⅲ


